
言語学習をこえた日本語教育に向かって
―海外の現場で「文化」を取り入れる意味―

Towards Japanese Language Education Beyond Language Learning: 
The Significance of Incorporating “Culture” into the Field of Language 

Education Outside Japan

対象

東南アジアの日本語教師および日本語教育関係者

日時

2021年3月13日（土）
09:00-12:00（マレーシア時間）

公式サイト
https://www.jfkl.org.my/events/MJLES2020-2021

問い合わせ seminar@jfkl.org.my

セミナー概要

日本以外の国で教えている先生とお話ししていると、

よくこんな声を聞きます。

「日本人じゃないから、文化を教えることはできない」

「時間がないから、文化を授業に取り入れることはできない」

みなさんも同じようなことを感じたことがあるかもしれません。

でも、ちょっと立ち止まって、改めて考えてみましょう。

「文化」とはそもそも何でしょうか。

「文化」を学ぶとはどういうことでしょうか。

「文化」と日本語教育にはどんな関係があるのでしょうか。

「文化」を授業に取り入れることは、学習者にとって

どんなメリットがあるのでしょうか。

社会情勢が目まぐるしく変わる中で、学習者に必要な力、

身につけるべき力も変わってきています。

社会情勢の変化に応じた日本語教育について、

「文化」をキーワードに、ともに考えてみましょう。

なお、今回のセミナーでは、日本以外の国で日本語を
学ぶ人のための授業について、ディスカッションします。

https://forms.gle/Qj95cqvdaRig82m46

プラットフォーム

ZOOM

参加費

申込期間
1月15日（金）～ 3月7日（日）

※本セミナーは日本語で行われます
（JLPT N3、またはJF Standard B1以上を推奨）

https://www.jfkl.org.my/events/MJLES2020-2021
https://forms.gle/Qj95cqvdaRig82m46
https://forms.gle/Qj95cqvdaRig82m46

